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MOOCとは？
 Massive Open Online Courses

（⼤規模公開オンライン講座）の略
 2012年より⽶国からスタート
 数週間で学べる学習コースを開設

 ⼤学講座の短縮版が多い（講師は⼤学教員）
 世界中で1500万⼈以上が受講

 誰でも、オンラインでの登録だけで、無料で好き
な講座を受講

 学習者は事前に登録し、スケジュールされたオン
ライン教育(e-Learning)を学習、課題や宿題な
どにオンラインで回答し、コース修了認定基準を
満たすと修了証が交付される。
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海外MOOCプラットフォーム①
 Coursera(2014.3.6現在）

 2012年スタンフォード⼤教授らが設
⽴(VCからの調達額：85億円）

 1179万⼈以上が登録
 116の教育機関の977講座の受講可能
 東京⼤学が昨年２講座提供

 edX(2014.3.6現在）
 2012年にMITとハーバード⼤が約60億

円を出資し共同設⽴
 65⼤学・機関がのべ444講座提供
 京都⼤学が2014.4より開講
 東京⼤学、⼤阪⼤学、東京⼯業⼤学

が参加
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海外MOOCプラットフォーム②
 2013年には、イギリス、フランス、スペイン、

ドイツ、EUや中国でも相次いでMOOCプラット
フォームが⽴ち上がる

4イギリス：FutureLearn フランス：FUN スペイン：miriada



ヨーロッパのMOOC(現状:2014.2.4）
 ヨーロッパ全体では既に1014コース開講

5http://www.openeducationeuropa.eu/en/european_scoreboard_moocs



328 347 365 384
561 538

685 760 771 873 975
1101

1654 1720
1887

2028 2030
2271

2476

3025
2752

2890 2856
3081

81 131 181 231

252 273
277

357 376
386

394
432

458
510

570
597 672

742

770

825

886

969 986

1040

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500

EU

non-EU

世界のMOOC講座数

6http://www.openeducationeuropa.eu/en/european_scoreboard_moocs



JMOOCとは？
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JMOOC/組織と運営

 11/1 ⼀般社団法⼈登記完了
 JMOOCミッションステートメント

 JMOOCは⽇本とアジアのための
「学びによる個⼈の価値を社会全体の共有価値へ
拡⼤するMOOC」の実現を
産学の連携によって強⼒に牽引します

 先⾏欧⽶MOOCとの違い
 VCや特定⼤学から⼀括して⼤規模な資⾦提供を

受けるのではなく、できるだけ多くの組織から広
く会費の提供を受ける

 「皆で汗をかき、共通の⽬標を達成する」



会員の皆様の活動
 各WG：技術・制度・政策・組織などに関する検

討を⾏い、結果をJMOOCの運営、各会員の事業
に反映する。

 各WGの主査は正会員の委員から、委員は各会員
から派遣

運営委員会
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コース認証
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反転学習
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⼤学のオープン化に関する調査

 調査実施期間： 2014/09/17〜2014/09/26

 総回答数： 1289名
 10代、20代、30代、40代、50代、60代 男⼥各100名ずつ

 調査⽅法： インターネット調査
 調査協⼒：

 ＮＴＴ コム オンライン・マーケティング・ソリューション株式
会社 ビジネスインテリジェンス本部
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問 ⽇本⼈講師のどのような講義を受講したいです
か。



男⼥別⼈気分野トップ10

 男性に⼈気：コンピュータサイエンス、情報テ
クノロジー＆デザイン、統計学＆データ分析

 ⼥性に⼈気：栄養学、健康＆社会、予防医学
 共通的な分野：歴史、ビジネス＆マネージメン

ト、経済学＆⾦融、⼼理学、⾳楽＆映画
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問 MOOCで学習する際に利⽤した端末を全てお選
びください。

パソコン
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問 おもに学習した場所はどちらですか。

⾃宅
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問 受講したい講座で「反転学習コース」が提供されていた
ら、受講したいと思いますか。

是⾮受講した

い
39%

できれば受講

したい
29%

あまり受講し

たくない
26%

受講したくな

い
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受講登録から修了証取得までの流れ

メールア
ドレス、
パスワー
ドを登録

講義⼀覧
から選択

ビデオ講
義を学

習、課題
を提出

修了条件
を満たせ
ば修了証

交付

全ての⼯程が無料全ての⼯程が無料



掲⽰板での議論

第1週 第2週 第4週
総
合
課
題

詳細な受講形態

10分程度
のビデオ

学習確
認の⼩
テスト

10分程度
のビデオ

学習確
認の⼩
テスト

課題



JMOOC講座数

OUJ-MOOC gacco
Open 

Learning, 
Japan

開講中 2 7 1

登録受付中 0 9 3

準備中 1 4 5

終了 0 20 2

総計 3 36 10

総計 51 講座
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JMOOC登録者プロフィール

 平均年齢 43.4才
 （男性：44.5才、⼥性38.8才）
 構成 男性67% ⼥性33%

 最終学歴 ⼤卒以上が６割以上
 2015.1末 現在
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総計

男性 女性
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JMOOC講座の特徴
 ⽇本語を中⼼とした講座配信
 すべての講義映像に字幕付与

 聴覚障害者のためのユニ
バーサルアクセス保証

 多様な学習環境への対応
 MOOCベースの反転講義が多数実施されてい

る。
 これまでのgaccoでの反転授業

1. 実施講座数：９講座
2. 反転授業回数：１９回
3. 出席率 全体：６８％

出席率（東京会場）：７５％
出席率（東京以外）：６７％ 22



2015年度 JMOOCの新たな取り組み
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カテゴ
リー 対象 クラス 代表的講座例 カテゴリーロゴ

Ⅰ ⼤学 通常講義相当
従来からのJMOOC講座、
⼤学評価・学位授与機構によ
る認定⼤学校の講座＊

Ⅱ ⼀般 通常講義相当
専⾨学校・⾼専の講座、公的
研究機関**推薦講座、学会***

推薦講座

Ⅲ
⼤学・⼀

般
特別講義・公開

講座相当

⼤学主催の公開講座・市⺠講
座レベルの講座および初等中
等教育を含む⼀般向け講座な
ど認定委員会で認定された全
ての講座

*:⼤学校：防衛⼤学校、防衛医科⼤学校、海上保安⼤学校、気象⼤学校、国⽴看護⼤学校、⽔産⼤学
校、職業能⼒開発総合⼤学校
**：研究開発力強化法で研究開発法人とされている37法人（別紙）など
***:日本学術会議の「日本学術会議協力学術研究団体」

大学以外の機関からの講座配信を可能とするため、カテゴリー認定を行う。



望ましいMOOCの表現法(1)

 edXの研究報告から
 http://pgbovine.net/publications/edX-MOOC-video-production-and-

engagement_LAS-2014.pdf

 以下の４パターンの⽐較分析
• 教室での講義を収録したスタイル
• 先⽣の上半⾝を撮影したスタイル（ジェスチャーなどを交え

て話す）
• カーン・アカデミーのような⼿書き式コンテンツ
• パワーポイントスライドにナレーションをつけたもの

 検証したテーマ： ビデオの制作⼿法が、学⽣の主体的な学習
にどれくらい影響したか？

 分析⽅法： 何分間視聴しているか？また、視聴後に練習問題
にトライしたか？

 分析対象： 2012年の秋学期に開講されたedX（MIT・ハーバー
ドが出資するMOOC）の862本のビデオ。690万回の視聴回数。
128,000⼈の受講⽣。
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望ましいMOOCの表現法(2)

 結果とフィードバック

25日本語での解説ー＞http://www.flip-school.com/?p=1236



望ましいMOOCの表現法(3)
 ビデオは短いほどよい。6分を過ぎると視聴を継続する学⽣が⼤幅に減少した。

（ヒント）オンラインビデオの⻑さは6分以内がいい。⻑いと⾒えてもらえない。
 パワーポイントスライドに⾳声ナレーションをつけたビデオより、講師映像も
表⽰されている⽅が、視聴時間が⻑かった。
（ヒント）Webカム映像などを⼀緒に収録した⽅が⾒てもらえる。

 スタジオで撮影されたプロっぽい映像よりも、⼿作り感が感じられる⽅が視聴
時間が⻑かった (*JMOOCでも推奨）
（ヒント）⾼価なスタジオ設備に投資するよりオフィスアワーに個別指導を受けている感じがいい。

 ⼿書きスタイルの⽅が、静的なスライドやソースコードを表⽰するよりも視聴
時間が⻑い
（ヒント）タブレットで思考プロセスを説明しながら解説すると、集中できる学⽣が多かった。

 講義を収録したものを分割するスタイルは視聴時間が短い。
（ヒント）教室での講義アーカイブを分割して配信するのは効果的ではない。

 早⼝で情熱的に教える先⽣の講義ほど視聴された。
（ヒント）担当の先⽣が情熱的に教えるように⼼がけた⽅がいい。無理にゆっくり話す必要はない。
⽣徒は速度をコントロールしたり、⼀旦停⽌できる。

 基礎概念の導⼊ビデオよりも、チュートリアルビデオ（演算⽅法やツールの使
い⽅）などのビデオ視聴回数の⽅が多い。
（ヒント）チュートリアルビデオには、⾒出しやアノテーション等を⼊れて、巻き戻しや早送りをで
きるようにした⽅が学習サポートにつながる 26



⾃分撮りシステム
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HD規格Webcam

ピンマイク

Adobe プレゼンター
＋Powepoint



まとめ

 JMOOC開講後すでに終了した講座について、多
いものでは20,000⼈近い登録があり、数千⼈の
受講登録がある講座も増えている。

 全登録学習者数（ユニーク学習者）は約11万⼈
に達し、延べ学習者は24万⼈、さらに拡⼤中

 修了率は全て10%以上、25％以上も複数講座、学
習者の満⾜度は90%以上

28



今後の課題

 学習者の多様なニーズに答える様々な分野の講
座を開講する必要がある。

 ⾼等教育はもとより、初中等教育、企業内教育
もカバーする。

 国際連携の具体化
 Regional MOOC間連携
 ASEAN諸国を対象とした講座発信（新たな産学連

携スキーム）
 JMOOCの⽬標

29

100大学加盟

100講座開講 100万人の登録


